
24 11版置盟Eヨ2017 年〈早足29~) 6月 2 日(金踏臼〕

尽訊

こち 5特報部

.5F.J持d一、~ー~ {事13硬鄭便物&.'l可)

と、も4保険J提言回・・自民若手
ー・・・・ーーーー.............................

自
民
党
の
小
委
員
会
が
幼
児
教
青

・
保
育
の
実
質
無
償
化
に
向
け
、

「
こ
ど
も
保
険
」
創

設
を
鑓
冨
し
、
安
倍
政
織
は

「骨
太
の
方
針
」
に
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
子
育

て
支
援
対
策
は
、

最
気
を
よ
く
し
た
上
で

「社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
で
手
当
て
を
す

る
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
財
源
不
定
な
ら

「こ
ど
も
保
険
」
で
は
な
く
、
消
費
税
の
さ
ら
な

る
増
税
な
ど

「
こ
ど
も
税
」
の
璃
輸
を
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は

「ア
ペ
ノ
ミ
ク

ス
」
の
失
敗
を
認
め
、
国
民
に
同
意
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

(池
田
悌
て
三
沢
山内
丈
)

「こ
ど
も
保
険
」
を
提
言
し

た
の
は
、
自
民
党
の
若
手
国
会

.議
員
ら
で
つ
く
る
「
2
0
2
0

年
以
降
の
経
済
財
政
構
想
小
委

口
会
」
(
橘
盛

一
郎
委
貝
長
)

だ
。
制
度
案
を
ま
と
め
、

三
月

二
十
九
日
に
記
者
会
見
し
た
要

日
長
代
行
の
小
泉
逃
欣
郎
氏
は

こ
う
力
説
し
た
。

「社
会
保
障
の
持
続
可
能
性

を
担
保
し
て
く
れ
る
の
は
若
い

世
代
だ
。
子
ど
も
た
ち
を
社
会

全
体
で
支
え
る
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
し
っ
か
り
伝
え
る
」

「
子
ど
も
が
必
要
な
保
育
・

教
育
等
を
受
け
ら
れ
な
い
リ
ス

ク
を
社
会
全
体
で
支
え
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
新
た
な
保

険
制
度
を
整
え
、
「
年
金

・
医

療
・
介
趨
に
続
く
社
会
保
険
と

し
て
、
全
世
代
型
社
会
保
険
の

「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
」

第
一
歩
」
と
す
る
と
い
う
。

具
体
的
に
は
、
年
金
保
険
料

に
上
乗
せ
し
て
国
民
か
ら
広
く

徴
収
し
た
資
金
を
使
っ
て
、
小

学
校
入
学
前
の
未
就
学
児
に

「
児
怒
手
当
」
を
追
加
支
給
す

る
。
制
度
の
第
一
段
階
で
は
、

会
社
民
と
企
業
の
厚
生
年
金
の

保
険
料
率
に
各
0
・
1
%
上
乗

せ
す
る
。
自
営
業
者
ら
に
は
国

民
年
金
の
保
険
料
に
月
額
百
六

十
円
程
度
を
加
算
す
る
。
年

税
の
議
論

負担者1受益者保険原理を逸脱
問、

三
千
四
百
億
円
の
財
源
を

確
保
し
、
未
就
学
児
の
児
蹟
手

当
を
月
額
五
千
円
増
や
す
。

段
階
的
に
増
額
し
て
い
き、

い
ず
れ
は
、
会
社
員
と
企
諜
は

各
0
・
5
%
上
乗
せ
し
、
自
営

諜
者
ら
に
は
月
額
八
百
三
十
円

程
度
を
加
算
す
る
。
年
収
四
百

万
円
の
会
社
員
世
帯
な
ら
新
た

に
月
額
千
二
百
円
の
負
担
と
な

る
が
、
年
一
兆
七
千
億
円
の
新

規
財
源
を
確
保
で
き
る
。

こ
れ
で
、
児
童
手
当
を
月
額

二
万
五
千
円
増
や
せ
る
。
保
育

園
や
幼
稚
園
の
平
均
利
用
料
が

月
額
一
万
1
三
万
円
だ
か
ら
、

実
質
、

「
幼
児
教
育

・
保
育
の

無
償
化
」
に
な
る
わ
け
だ
。

仕
組
み
は
分
か
っ
た
が
、
な

ぜ
、
「
保
険
」
な
の
か
。

公
益
財
団
法
人
「
中
部
園
社

会
経
済
研
究
所
」

経
済
分
析

・

応
用
チ
l
ム
リ
ー
ダ
ー
の
品
沢

諭
氏
は
「
社
会
保
険
は
リ
ス
ク

に
備
え
る
た
め
の
も
の
。
な
ぜ

子
育
て
が
リ
ス
ク
な
の
か
」
と

制
度
の
前
提
条
件
に
疑
問
を
投

げ
か
け
る
。
「
幼
児
教
育
や
保

育
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

一
環

回
避
が
狙
い
?

で
、
保
険
で
賄
お
う
と
い
う
理

念
か
ら
し
て
お
か
し
い」

年
金
保
険
料
に
上
乗
せ
す
る

形
式
も
焼
同
視
す
る
。
「
子
育

て
を
終
え
た
世
代
に
は
リ
タ
ー

ン
が

一切
な
い
。
保
険
料
の
負

担
者
と
受
益
者
が
一
致
し
な
い

の
は
、
保
険
原
理
か
ら
逸
脱
し

て
い
る
』

。
子
ど
も
が
生
ま
れ

て
、
手
当
を
受
げ
取
れ
る
の
は

六
i
七
年
。
残
り
の
期
間
は
負

担
を
す
る
だ
け
だ
。

ま
た
、
年
金
保
険
料
の
支
払

い
を
終
え
た
世
代
か
ら
の
徴
収

を
し
な
い
仕
組
み
に
も、

問
題

が
あ
る
と
い
う
。
「
現
に
直
結

す
る
高
齢
世
代
を
怒
ら
せ
ず
、

子
育
て
世
代
は
醤
ば
せ
る
。
選

挙
対
簡
と
し
か
考
え
ら
れ
な

い
」
と
厳
し
い
。

国
の
子
育
て
支
援
策
が
不
十

分
な
の
は
確
か
だ
が
、
品
沢
氏

は
「
ま
ず
は
膨
張
し
て
い
る
国

の
歳
出
を
見
直
す
べ
き
だ
。
そ

れ
で
も
財
源
が
足
り
な
け
れ

ば
、
税
金
で
賄
う
の
が
筋
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。

小
泉
氏
ら
が
五
月
二
十
九

日
、

「
こ
ど
も
保
険
」
提
言
の

中
間
取
り
ま
と
め
を
手
控
し
た

際
、
安
倍
首
相
は
「
安
定
財
源

に
つ
い
て
口
任
を
持
っ
て
職
輸

す
る
の
は
い
い
こ
と
だ
」
と
発

言
し
た
。
政
府
は
間
も
な
く
発

表
す
る
今
年
の
「骨
太
の
方
針
・

に
反
映
さ
せ
る
方
針
で
い
る
。
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「
子
育
て
」
財
源
不
足
解
消
の
た
め

民
主
党
政
権
だ
っ
た
一
一

一

一
七
年
度
末
ま
で
に
ゼ
ロ
に
す

年
、
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
る
目
標
を
掲
げ
て
き
た
。

改
革
」
に
、
民
主
と
自
民
、
公
だ
が
、
つ
い
に
二

0
年
度
末

明
の
三
党
が
合
意
し
た
。
蒋
来
ま
で
の
三
年
先
送
り
に
決
ま
つ

的
な
消
関
税
率
叩
%
へ
の
増
税
た
。
昨
年
、

「
保
育
園
落
ち
た

を
柱
に
、
増
え
続
け
る
社
会
保

.
日
本
死
ね
」
と
い
う
ブ
ロ
グ
を

陣
貨
の
財
源
確
保
と
、
財
政
健
き
っ
か
け
に
、
待
機
児
誼
ゼ
ロ

全
化
を
目
指
す
内
容
だ
。
子
育
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
た
が
、

て
支
援
策
は
重
要
事
項
の

一
つ
安
倍
政
権
の
動
き
は
に
ぷ
い
。

に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

特
定
秘
密
保
護
法
、
鈍
団
的
自

一
一
一
年
十
二
月
に
発
足
し
た
術
権
行
使
を
容
認
す
る
安
保

安
倍
政
権
は
ご
体
改
革
」
を
法
、
今
国
会
で
は
共
謀
罪
を
強

引
き
継
い
だ
。
政
府
広
報
の
ホ

ー
ムペ
l
ジ
で
は
今
も
「
子
ど

も
・
子
育
て
」
が
一
番
上
に
あ

る
。
だ
が
、
実
態
は
ど
う
か
。

一
四
年
四
月
、
消
斑
税
率
は

8
%
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

年
金
や
高
齢
者
医
療
制
度
の
按

本
的
な
改
革
は
戸
。
わ
れ
て
い
な

い
。
経
済
政
策
の
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
も
昨
年
、
失
速
が
鮮
明

と
な
り
、
税
収
が
伸
び
悩
ん
で

財
政
は
悪
化
し
た
。
昨
年
六

月
、
今
年
四
月
に
予
定
し
て
い

た
消
関
税
率
山
%
へ
の
引
き
上

げ
は
一
九
年
十
月
に
延
期
さ

れ
、
子
育
て
支
援
策
の
た
め
の

財
源
不
足
が
確
実
と
な
っ
た
。

安
倍
政
権
は
一
三
年
四
月
、

成
長
戦
略
の
柱
に
「
女
性
の
活

昭
」
を
据
え
た
。
そ
の
一
環
で

も
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
認
可
保
育

施
設
に
入
れ
な
い
待
機
児
震
を

引
に
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿

勢
と
は
、
大
道
い
だ
。
子
育
て

支
援
の
拡
充
こ
そ
、
よ
り
喫
緊

の
課
題
だ
と
思
う
の
だ
が
・

・。

こ
う
し
た
中
内
「
こ
ど
も
保

険
」
の
提
言
が
出
て
き
た
こ
と

に
、
法
政
大
の
小
黒
一
正
教
授

(
公
共
経
箆
ナ
)
は
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
失
速
に
加
え
、
直
前

に
参
院
選
が
あ
る
た
め
、
一
九

年
に
消
蹴
増
税
を
で
き
る
か
ど

う
か
は
不
明
確
に
な
っ
て
い

保険料若者に新たな負担
る
。
子
育
て
支
援
策
に
回
せ
る

財
源
を
確
保
で
き
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
財
源

を
示
し
て
お
く
窓
図
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。

新
た
な
手
を
打
た
な
い
と
、

い
つ
ま
で
も
支
援
拡
充
の
た
め

の
財
源
不
足
が
続
く
と
い
う
ね

り
だ
。

「
財
源
と
セ
ッ
ト
で
子

育
て
支
援
策
を
示
し
た
の
は
意

味
が
あ
る
。
こ
ど
も
保
険
は
決

定
案
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
多

織
な
怠
見
を
反
映
さ
せ
る
よ
う

議
論
を
尽
く
す
べ
き
だ
」

若
者
の
声
を
政
策
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
す
団
体
「
日

本
若
者
協
議
会
」
の
室
橋
祐
貴

代
表
理
事
は

「
結
婚
や
出
産
を

た
め
ら
っ
て
い
る
の
は
低
所
得

の
若
者
。
社
会
保
険
料
や
消
費

税
な
ど
の
負
担
率
が
、
低
所
得

者
屈
の
方
が
重
い
逆
進
的
な
制

度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
最
大

の
理
由
だ
」
と
指
摘
す
る
。

「
こ
ど
も
保
険
」
で
は
若
者

の
負
担
が
増
す
た
め
、
「
子
商

て
支
援
に
は
な
ら
な
い
」

(室

橋
氏
)
。

「
待
機
児
童
や
少
子

化
は
若
者
だ
け
で
な
く
、
社
会

全
体
の
問
題
だ
。
解
消
に
向

け
、
高
所
得
者
や
余
裕
の
あ
る

高
齢
者
が
応
分
の
負
担
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
」

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
の
伊
藤
惇

夫
氏
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
失

速
し
、
赤
字
国
債
と
な
る
教
育

国
債
発
行
を
避
け
た
い
財
務
省

の
思
惑
で
、
保
険
案
に
な
っ
た

の
で
は
。
年
金
保
険
料
に
上
乗

せ
し
て
徴
収
す
仇
ば
、
税
金
と

変
わ
り
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

「
こ
ど
も
保
険
」
が
全
国

一

律
の
教
育
無
償
化
で
あ
る
点
に

注
目
し
、
「
幼
児
教
育
の
無
償

化
の
判
断
は
自
治
体
に
任
せ
れ

ば
よ
く
、
待
機
児
震
の
解
消
も

こ
ど
も
保
険
と
関
係
な
く
進
め

れ
ば
い
い
。
も
し
か
す
る
と
、

安
倍
首
相
が
改
態
論
議
で
持
ち

出
し
た
教
育
無
償
化
と
リ
ン
ク

さ
せ
る
意
図
が
あ
る
の
か
も
と

勘
繰
り
た
く
な
る
」

伊
藤
氏
は
O
E
C
D諸
国
の

中
で
、
日
本
の
教
育
機
関
へ
の

公
的
支
出
が
最
低
レ
ベ
ル
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

「
こ
ど

も
保
険
で
無
償
化
で
な
い
部
分

の
穴
を
埋
め
る
よ
う
な
お
金
の

使
い
方
で
本
当
に
い
い
の
か
。

教
育
全
体
を
見
据
え
て
、
ど
こ

に
伺
を
注
力
す
べ
き
か
を
真
剣

に
考
え
る
べ
き
だ
」


